
@ 監/ロ
r
b
。、

政
に
お
い
て
も
み
放
機
的
配
叫
財
政
危
織
に
こ
れ
ら
時
こ
と
を
踏
ま
え
‘
新
年
度

柑
脱
税
い
た
し
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
す
で
4
等
設
を
潟
、
足
る
廿
謀
本
構
想
第
E
次

で
に
ど
需
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
8
ヵ
年
計
療
に
基
づ
主
義
付
に
つ

秘
的
停
認
を
祉
と
め
絞
殺
と
も
に
影
緩
い
て
も
一
総
務
出
陣
さ
れ
て
お
り
唆
す
の

す
る
日
打
数
総
務
と
州
側
協
制
裁
絡
に
よ
る
事
で
、
計
脳
内
総
点
検
を
し
な
が
ら
こ
れ

級
終
的
機
犬
、
き
ら
に
は
超
過
負
組
師
会
総
統
し
、
併
せ
て
築
2
次
5
ヵ
年
計

崎
一
組
等
に
よ
る
財
政
的
慾
盗
品
%
が
や
ω

制
幽
家
宅
準
備
の
作
業
に
落
帯
し
て
、
中
市

〈
、
卒
事
に
お
拳
ま
し
で
は
、
緊
急
財
抑
制
柑
米
一
計
滅
的
飲
緩
づ
け
を
酬
明
確
に
し

政
対
織
と
し
て
、
市
総
生
滋
に
直
接
影
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

機
会
淡
は
ず
も
的
を
徐
く
議
日
程
絞
め
品
判
以
は
務
総
と
窮
乏
に
立
φ

り
ん
向
う
こ
的

行
儲
保
や
経
常
託
社
終
的
徽
位
脱
し
た
蜘
削
減
時
期
こ
そ
拙
幅
員
と
も
ど
も
波
紋
的
問
に
な

な
ど
に
努
的
、
犠
帥
照
的
打
附
を
悶
闘
っ
て
り
が
ち
な
気
絡
会
的
別
部
締
め
、
あ
ら
市

ふ
ゆ
か
い
守
家
し
た
俗
新
都
度
に
お
い
て
る
る
思
考
と
ぬ
紛
争
も
っ
て
、
市
民
サ
i

子
線
的
上
で
は
時
悠
4
9
0
0
波
間
内
と
ピ
ス
内
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

的
年
に
た
べ
甜
・
7
%
約
締
が
合
同
市
し
い
と
考
え
、
新
た
な
後
絞
め
も
止
に
‘

て
お
り
ま
す
が
、
線
級
事
物
織
の
大
半
が
新
年
度
は
市
良
サ
i
v
主
体
制
的
強
気

護
主
臨
ん
で
内
主
語
号
、
財
警
護
室
崎
飽
一
高
豪
華
町
育
成
、

政
秘
情
H
M
依
然
苦
し
い
状
況
下
記
お
か
教
務
的
機
一
然
、
生
活
環
境
的
経
然
、
制
閥

抗
で
お
り
ま
す
。
訟
は
市
欲
的
奴
今
義
社
内
充
実
強
化
を
議
本
総
鍛
と
し
て
、

と
L
て
械
に
絡
役
切
な
ら
ザ
る
こ
と
を
翁
惹
笑
に
機
滋
さ
せ
て
求
い
る
所
存
で
あ

感
ず
る
次
織
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
り
ま
す
n

以
下
そ
の
大
綱
に
つ
い
て
申

械

器

議

は

、

各

地

言

語

に

も

火

警

喜

皇

室

震

に

し

て

い

る

し

あ

げ

ま

す

，

組

き

な

影

慨

背

を

及

ぼ

し

、

そ

め

警

は

ま

大

き

な

涼

留

に

尊

師

著

作

盟

制

制

、

:

i

随
っ
た
く
手
紙
告
す
な
い
状
況
に
あ
り
皮
か
ら
く
る
後
段
て
あ
る
こ
と
は
否
め

b
n
H

結
ナ
ー
ゴ
え

ぶ

ま

ナ

。

な

い

機

嫌

(

で

あ

り

ま

す

P

つ
ま
り
、
判
明

m
I
s
a
w
?
o
d

が

か

つ

て

警

は

演

説

憲

吉

野

町

霊

を

は

じ

め

‘

草

食

鎖

的

同

間

三

重

、

会

主

義

主

這

完

全

解

消

毒

翠

話

器

製

的

事

ま

ず

古

学

i

ピ

ス

義

的

警

に

強
奪
続
一
線
と
す
ゑ
喜
霊
長
路
地
裏
付
警
察
従
事
等
、
よ
り
・
つ
い
て
で
あ
り
ま
手
、
義
組
織
的

制
附
す
っ
き
滋
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
も
賠
明
品
湖
れ
川
日
取
り
組
組
み
、
市
長
会
等
を
濡
組
合
制
械
化
と
近
代
化
を
推
し
進
め
、
中
市
耳
目

駅

Z
結
菜
、
喜
多
機
、

3
5な
と
宅
今
後
と
も
留
に
討
し
雪
て
ま
い
の
車
普
段
も
事

ι市
民
に
棄
で

よ
カ
矛
盾
を
む
き
抑
制
こ
し
、
間
関
問
践
的
日
常
生
る
所
存
で
あ
り
ま
す
紗
ブ
湾
、
山
間
か
ら
き
る
い
勿
漁
を
と
ら
ね
ば
む
り
ま
せ
ん
。

4

活
へ
的
湘
抑
制
抑
な
附
附
附
闘
を
残
し
た
の
明
、
あ
は
司
絞
殺
綴
体
的
引
会
経
窪
、
徴
収
体
構
品
開
マ
ン
キ
リ
ル
ぬ
ふ
ら
携
し
、
将
来
に
融
関

ハ
ソ
求
す
命
制
川
町
議
%
と
間
開
発
行
均
等
毅
議
制
官
同
桝
に
え
で
の
畿
郵
間
合
計
百
閉
を
立
て
な
が
ら
滋

週
日
政
符
が
発
表
し
む
m
m創
刊
弱
年
波
よ
る
間
開
発
負
制
札
哉
の
渡
氏
hu
激
戦
を
附
附
絡
会
行
政
組
績
の
選
問
問
に
努
め
た
い
と

一
時
抗
余
計
子
一
片
付
渉
、
に
よ
け
ま
す
し
ぺ
令
り
.
財
政
巡
殺
に
あ
た
リ
ま
し
て
は
、
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
的
よ
う
な
こ
と

年
全
総
併
の
都
と
し
、
イ
ン
フ
レ
な
さ
総
資
m
p

阪
神
門
と
幼
率
的
な
運
用
を
問
団
う
、
か
ら
、
行
政
機
織
の
強
化
を
湿
り
‘
電

帥
付
制
時
的
山
な
決
定
成
長
路
線
を
臼
翁
ナ
之
内
刺
殺
小
川
な
財
源
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
鮮
に
よ
る
-
p
j
タ
作
シ
ス
テ
ム
化
、
策

本
目
、
昭
和
間
同
年
続
1
関
泌
削
同
市
議
議
大
で
あ
る
こ
と
を
繍
燃
し
、
治
問
時
的
指
し
、
中
市
段

F
d柏
崎
し
て
ま
い
る
所
存
と
、
公
共
投
資
に
議
古
…
を
慨
胤
祭
叫
川
奴
を
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
い
ず
れ
い
一
昨
出
張
所
を
は
と
め
と
ず
ゐ
公
泌
総
総

会
が
問
問
M

糊
さ
れ
る
じ
あ
た
り
、
新
年
度
地
同
様
に
幾
怒
れ
る
ぬ
孫
子
市
内
実
関
叫
に
で
あ
り
ま
す
。
よ
〈
す
る
午
3
と
し
、
内
臨
時
組
問
岬
兆
5
1
い
た
し
ま
し
て
も
よ
ニ
お
分
的
問
は
市
の
あ
り
方
に
つ
い
て
点
検
す
る
と
と
も

的
中
射
殺
湾
裁
に
臨
む
基
本
山
町
な
考
え
ξ

努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
Q

新
年
度
に
怒
て
、
ご
搬
出
門
の
と
お
り
、
今
自
の
4
2
然
ぬ
と
い
う
大
型
予
算
が
相
阻
ま
れ
は
間
的
多
く
的
裂
望
に
充
分
こ
た
え
う
る
に
、
公
槻
暇
集
中
管
制
味
シ
ス
テ
ム
世
干
の

量
的
大
対
並
び
に
予
算
の
あ
ら
ま
し
お
い
て
も
、
さ
ら
に
い
主
審
?
泌
総
本
警
の
警
は
、
器
禁
の

F

ま
し
た
が
、
来
し
て
‘
星
墓
地
別
に
重
量
開
聞
は
悶
雑
で
あ
り
ま
す
が
、
襲
、
伝
受
亘
書
詰
売
を
誌

に
つ
い
て
申
し
あ
げ
ま
す
a

し
九
日
い
を
け
拙
畑
酬
と
し
た
中
市
災
と
政
絡
し
ル
シ
ョ
ッ
ク
喝
さ
ら
に
問
問
山
刊
柑
年
的
石
新
た
な
活
力
を
念
品
山
前
ず
こ
と
が
山
山
本
本
市
町
液
状
を
充
分
綴
織
し
喰
事
情
戦
執
じ
め
と
す
る
庁
内
事
務
絞
絞
め
総
点
検

私
は
務
如
叩
M

明
年
1
阿
川
、
点
目
日
に
就
任
た
一
行
絞
め
機
滋
を
島
本
姿
勢
と
し
、
市
治
シ
ヨ

y
ク
な
V
い
に
よ
り
、
物
悩
は
在
る
か
ど
う
か
幾
し
い
問
題
で
あ
る
と
存
行
に
あ
と

η
恋

し

て

は

慎

重

に

選

択

を

を

(

甘

い

、

新

し

い

時

代

へ

の

軌

道

修

正

係

半

命

的

淡

災

関

と

い

わ

れ

る

我

孫

手

双
山
市
、
今
年
で
機
6
年
を
迎
え
た
の
で
附
叫
が
帥
附
耐
棋
で
文
化
的
な
生
活
を
紳
絡
み
g
d

ニ
乱
令
れ
ど
滋
気
は
よ
〈
な
ら
ず
、
そ
し
と
ま
ず
。
し
な
が
ら
、
泌
総
伐
の
確
立
を
同
闘
っ
て
念
行
っ
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
制
帆
耐
開
制
附
醐
川
辺
的
都
市
環
境
町
務
地
閣
と
同
制

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
問
、
そ
的
資
げ
は
が
と
が
で
き
る
国
間
淵
数
w
H火
山
防
総
市
金
闘
で
口
ッ
キ
ー
ド
問
閣
に
淡
を
殺
し
k
政
か
か
る
状
況
下
に
お
い
て
、
地
方
約
ま
い
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新

年

鹿

算

を

中
ゃ
に
路
議
案
可
決

側
諸
ね
杯
第
1
警
護
吉
定
例
会
が
と
が
で
怒
る
か
は
予
算
に
か
か
っ
て
い
ツ
オ
ン
?
ピ
ス
を
行
う
こ
と
が
合

3
丹
時
臼
か
ら
お
E
的

河

口

間

関

か

れ

る

と

い

え

ま

守

。

ま

れ

て

い

ま

す

。

ま
し
た
6

新
年
出
場
十
察
は
、
…
総
合
計
が
昨
年
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
i
ビ
ス
品
、
1
滋

前
財
滋
路
線
的
滅
的
品
現
ザ
波
止
、
婦
人
波
に
ゆ
均
ぺ
て
却
“
7
%
的
伸
び
を
一
不
し
、
時
間
的
市
内
総
務
や
自
殺
品
一
一
径
一
隆
な
ど

庁
ン
療
嚇
常
設
塁
機
軸
H
骸
交
長
州
内
向
山
則
鋭
部
総
4
9
5
4
万
2
9
0
0
内
と
な
り
、
内
務
総
合
ダ
イ
ヤ
ん
を
留
す
だ
け
で

な
ど
お
議
案
が
提
出
怒
れ
ま
し
た
の
帆
村
山
判
会
計
と
合
わ
せ
る
ξ
‘
時
仰
向
開
予
算
怒
ら
れ
る
便
利
刊
さ
が
あ
り
、
健
務
ん

議
案
町
中
で
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
は
1
3
2
機
7
7
1
8
万
閉
門
に
な
り
ま
の
生
活
に
十
分
お
役
じ
た
つ
で
し
ょ

な
ん
と
い
っ
て
も
予
算
で
す
。
し
た
。

後
し
い
対
政
的
中
で
、
こ
の
1
酎
仲
間
開
ま
た
、
酬
明
絡
む
年
度
比
棋
会
弘
前
愉
間
流
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
事
議
会
す
す
め
て
い
く
こ
予
鉢
も
可
決
さ
れ
‘
そ
的
中
口
は
テ
レ
は
、
4
一
慌
の
ド
前
倒
を
ど
働
時
下
冬
い
勿

龍 465号

財

波
詔
藤
正
市

諸
政
方
針
を
述
べ
る

市
民
と
直
結
し

政

撃
の
場
一
目
撃
所
へ
行
っ
て
校

議
で
き
を
い
人
の
た
め
に
め
る
縦
波

で
‘
4
月
M
B
か
ら
ぬ
悶
裁
で
の
織

開
聞
に
市
灘
核
管
緩
勢
資
金
で
投
閣
情
で

懇
ま
す
。
滋
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

3
n
月
浦
自
に
開
削
関
さ
れ
た
委
員
会
方
で
・
投
議
院
以
外
に
副
削
減
や
滞
在

竹
丸
、
4
肉
片
山
品
開
を
も
ち
町
広
務
滋
了
と
し
て
い
る
カ
は
ご
利
用
m下
さ
い
。

な
る
我
孫
手
権
醐
融
業
委
長
会
委
録
的
滋
挙
に
幽
刊
す
る
諸
媛
射
と
不
我
品
物

期
出
品
を
行
い
ま
す
@
持
円
柑
端
的
で
き
る
時
間
は
・
本
間
鴨
・
器

量
帯
燃
際
的
地
似
品
ポ
4
月
H
E係
官
も
堂
、
午
品
削
8
時
普
か
ら

*
泌
総
輸
続
出
制
期
間
同
4月
H
自
と
午
後
詰
隣
家
ぞ
で
す
。

四
日
日
町
2
日
間
同
e

本
設
業
日
4
同
月
M
詩

犯
人

品
援
事
務
と
選
雲

。
日
時
4
河
川
叫
悶
{
判
伺
〉
午
後
7
庖
出
に
開
閉
す
声
綴
掛
川
欲
的
惜
料
品
目
と

待

問

分

か

ら

会

記

紙

上

の

淀

滋

樹

晴

樹

例

仇

γ
甜
附
し
〈
銭
明

り
場
所
中
染
公
民
館
ホ
!
ん
し
な
附
予
告
液
晶
且
し
ま
し
た
か
ら
、

i
i
|
人
Y
i
i
人
Y
i
!
1
0
1
1
選
挙
管
現
委
員
会
会
で
お
い
で
下
等

3
R
幻
自
に
惜
敗
的
地
し
た
幾
議
袋
一
良
い
e

会
後
爽
滋
棋
人
名
簿
丹
受
鋒
者
数
は
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
選
挙

畿
内
と
お
与
で
す
。
2
n
月
日

M
gか
ら
殺
糊
制
緩
制
民
会
ま
で
お
間
同
い
会
わ
せ

F

3
符
9
B
の
問
に
山
間
略
さ
れ
た
も
の
さ
い
a

で
、
今
訟
の
滋
棋
に
は
こ
の
名
簿
が
官
位
・
1
1
5
1
山
内
線
2
5
1
。

{投襲関誌4丹24日〉

不

在

者
投

璃

同
行
政
の
推
進
を

都
高
基
盤

の
蹴
都
議

午的制

立
候
諒
予
定

者

の

方

へ



d
衡
の
清
掃
は
柿
闘
力
L
て
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商
法
融
機
営
mり
あ
り
方
に
つ
い
て
樹
工
会
分
総
校
閣
制
吋
第
E
小
学
校
，
布
伎
小
体
と
な
っ
た
環
境
築
山
山
め
た
め
の
ク
リ
潟
市
綜
と
一
体
と
な
っ
て
強
い
帯
化
漆

i
セ
ン
ト
(
公
共
同
州
地
合
む
)
に
な
お
意
は
、
ァ
ピ
コ
療
の
寸
ア
L

を
m
凶
し
、
我
孫
子
町
に
な
り
、
総
和
相
年
?
目
的
提
出
bc
間
同
時
に
約
め
る
こ
と
に
な

及
び
市
張
者
の
皆
怒
ん
的
滋
見
Y

智
光
好
学
校
内
拡
減
問
期
総
を
取
得
し
て
ま
い
り

l
ン
逐
品
開
会
F

抽
慨
し
滋
め
て
ま
い
り
た
い
耐
刊
に
よ
nv
、
総
本
的
総
入
安
防
止
す
べ
っ
て
お
り
可
燃
知
刊
誌
年
内
山
地
同
時
慰
謝
液
化
し
た
も
的
℃
、
上
規
則
は
手
掛
川
剖
間
金
月
1
日
に
お
け
い
な
り
現
在
に
訓
判
っ
て
い
一
っ
て
い
ま
す
窃
(
追
加
納
付
す
る
悦

問
問
い
て
、
地
後
期
間
数
担
問
興
計
ル
拠
出
り
緩
ん
沌
た
い
級
官
什
小
、
あ
り
ま
す
。
官
何
枚
数
努
じ
と
思
い
ま
す
a

〈

手

資

総

総

裁

下

水

道

事

殺

が

滋

め

ら

機

と

叫

ん

抑

制

す

る

と

、

関

、

畑

切

出

林

表

わ

し

て

お

ワ

、

下

丹

波

射

訓

は

、

将

来

ま

す

。

一

ム

滑

に

は

、

延

涼

税

が

か

か

る

こ

と

も

を
執
委
、
襲
安
芸
伏
線
、
重
つ
い
て
は
、
進
学
部
が
察
を
越
す
と
ろ
っ
と
し
て
、
義
正
万
人
れ
強
併
せ
て
浄
化
的
一
号
線
ヲ
霊
長
空
工
事
的
警
喜
-
語
録

V
E
i
j
i
l
e
j
i
i
;
i
j
i
i
jリ
付
け
れ
ド
i
コ
ヮ
ま
す
の
で
‘
ど
護
下
さ
い
ぷ

議
毒
る
こ
と
に
よ
り
、
魅
力
あ
る
い
う
現
状
を
雪
之
、
豊
高
等
学
校
義
的
大
事
ご
っ
た
返

Z
容

に

よ

る

花

子

護

露

呈

棋

に

つ

い

一

高

か

ら

、

背

1
E量
る

こ

と

約

叩

;

喜

一

三

一

三

V

3鶏
額

二

議

長

る

場

合

書

街

づ

く

三

望

号

泰

道

的

誘

致

に

つ

い

て

、

重

忠

義

を

定

し

、

率

引

宮

本

お

と

し

ま

し

て

み

て

主

義

織

が

去

、

謀

術

と

の

コ

，

…

に

堂

豪

華

会

議

会

も

う

け

公

雲

窓

口

敏

て

ら

れ

た

九

三

ぶ

一

一

?

?

機

関

櫨

襲

撃

鴫

…

重

丹

票

数

い

を

一

捻

出

し

て

い

吋

で

ま

い

り

た

い

と

狩

;

井

信

一

れ

れ

れ

詰

パ

刊

誌

γ滝
川

掛

け

は

科

目

以

問

見

下

回

諮

問

題

一

一

d
i
?として
J
耕

一

一

語

品

川

京

伝

ぺ

譲

騒

騒

伽

…

計

九

日

記

u
t

i
た

、

中

市

内

中

小

企

業

率

守

市

士

、

学

一

憲

治

的

候

補

地

譲

空

襲

し

て

ま

い

り

た

い

と

総

い

ま

す

修

者

の

警

高

て

量

的

資

収

量

的

一

中

央

公

器

を

訪

問

し

ま

し

fa
年

に

護

主

、

差

で

~

山

内

法

ザ

ペ

饗

譲

麟

麟

翻

叶

詰

め

す

ぎ

で

あ

れ

ば

雲

Z
警

察

署

策

、

市

一

財

言

葉

と

5
2自修
し
て
妻
の
努
次
に
消
費
行
政
的

L
A
K
E
3
i
z
i震に
つ

い

て

申

し

ご

芸

公

民

館

は

、

議

員

2
2
3…
識
と
し
か
r

え

一

致

離

職

韓

三

し

;

治

哲

三

宮

内

、

う

か

ら

、

室

企

業

の

護

2
絞
け
た
い
患
い
ま
す
。
芝
、
に
つ
き
ま
し
て
は
、
震
に
ご
連
絡
を
す
1
雪
量
と
な
っ
て
お
り
ま
す
;
ま
す
e

ま

ず

撃

と

な

っ

て

お

り

ま

…

芸

品

け

;

つ

だ

き

:

、

生

夜

、

室

、

議

、

い

じ

み

三

イ

麓

韓

畿

で

?

?

で

て

と
し
て
滋
め
て
い
る
日
本
電
気
事
か
ね
て
よ
り
燃
に
働
き
か
け
合
し
て
:
か
け
し
む
蓄
を
踏
ま
え
、
喜
怒
川
寝
室
に
つ
い
て
は
認
す
‘

2
2
2替、

L
M
警

館

料

理

製

号

、

文

化

設

可

決

¥

謬

鶴

輯

開

…

探

検

識

を

新

築

し

た

方

、

ま

た

は

き

警

官

舎

閥

的

重

り

ま

し

た

霊

養

護

学

絞

め

誘

致

に

つ

に

君

主

討

議

芸

暴

露

義

か

い

撃

に

よ

り

塁

打

に

2
3との
警

護

一

平

日

露

五

戸

市

)

鯉

繍

ス

ポ

i
ツ

の

鳴

と

し

て

、

長

三

J
て

盤

機

一

望

さ

れ

た

2
2い
伎

と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
昨
年
背
い
て
は
そ
の
鰐

2
0
5
;に
ふ

み

き

っ

た

わ

け

で

あ

り

ま

す

が

よ

り

?

?

?

が

さ

ら

に

苧

与

さ

兆

を

?

?

一

日

@

開

失

霊

童

が

行

な

わ

札

て

~

三

村

麟

欝

麟

て

Z得
し

て

会

し

た

方

議

一

青

写

3
2ワ
ギ

4
瓦
震
を
閥
均
h

草

地

区

に

撃

さ

ら

に

5
3ゑ
2
3
3議に
つ

い

て

も

望

お

り

ま

せ

ん

一

方

、

望

号

C
H
施

一

線

い

ま

す

a

九

%

丘

一

一

瞬

伊

麟

麟

ー

亡

事

1
6
5・m以
下

に

?

一

麗

怒

爾

醐

闘

磁

鶴

市

民

サ

ロ

ン

趨

際

関

轡

騒

騒

綴

鐙

圏

慰

緩

箇

騒

額

際

麟

鐙

箇

闘

磁

溺

閤

鐙

関

脇

樹

園

関

宮

市

民

サ

ロ

ン

綴

盤

園

閥

閥

滋

中

央

公

開

援

に

は

、

名

(
i
I
l
l
i
-
-
-

…
之
に
辻
、
給
与
義
的
方
で
も
総

一

l
i
I
l
i
-
-
j
怒

い

。

革

関

午

警

誌

分

か

ら

詩

ま

喜

子

手

一

様

車

れ

ず

に

ご

雲

下

書

守

義

司

門

前

で

は

、

ニ

内

陣

織

に

な

る

と

総

撃

に

使

、

っ

菱

?

ル

の

君

主

愛

媛

さ

ん

議

(

竺

7
6
6
2
一

室

昨

季

る

に

草

取

得

議

一

一

議

み

が

務

指

導

と

一

言

時

、

議

語

、

追

っ

て

護

し

で

と

蓄

1
時
か
ら
3
時

ま

で

会

い

。

(

保

護

〉

皿

翠

福

間

際

的

殺

を

き

か

の

ご

と

〈

‘

芝

1
万
重
去
警
が
あ
る
思
議
と
甲
霊
祭
器
(
叫
)
3
8
3
1
・

喜

一

議

3
高
)
が
受
け
ら
れ
ま
す

一

一

フ

ッ

ソ

義

一

そ

23lull--111ゴオ
開

戸

襲

市

あ

ち

ら

ニ

i
fドン
警

の

室

長

義

ん

で

い

る

;

日

は

車

と

し

て

重

火

木

訴

し

い

こ

と

は

5撃
に

一

「

l

l

i

l

i

L

(保
護

)
O一
一

旦

錯

一

線

一

所

一

竺

竺

館

一

顎

5

5

r

l

ヒ

ャ

ヲ

ラ

と

太

鼓

益

還

さ

ん

事

?

?

φ

毒

呂

、

博

士

喜

四

分

(

カ

レ

警

わ

せ

て

下

さ

い

。

一
日
…
…
一
時
間
出
生
防
「
引
払
十
十
」
口
一
一
一
日
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
雨
明
日
一
山
一
辺
町
出
一

i
j
H
i

件
当
事
4
7
3
a
)

一

一

二

一

一

会

…

豆

町

一

島

北

一

如

…

話

一

一

孫

…

ヤ

ー

-
3

ヲる

;
i
l
i
-
-
-

一
お
よ
り
、
空
言
語
と
フ
ァ
ソ

?
i
l
i
-
-
γ
L一
一

土

史

俊

一

湖

一

竺

主

制

一

に

凝

っ

ヤ

警

Z
F
Z
E
き

ま

す

。

協

議

ま

で

の

少

女

た

ち

は

、

ふ

引

制

り

…
布
を
行
な
い
ま
す
。

4
2童
相

談

を

主

義

喜

一

塁

↑

ー

:

十

[

工

し

「

下

十

一

一

一

い

l
j
ぞ

う

と

つ

と

し

て

い

る

と

去

が

穀

物

的

墜

落

語

を

つ

つ

ん

で

山

事

懇

護

持

出

丈

一

一

j
…
…
ー
ー
「
|
|
汁

i

J

l

l

(

ベ
jill「
I
(
j
J

緑
、
、
公
渓
銭
関
欝
室
¥

二

議

議

長

官

8
裁
ま
で
の
子
な
い
ま
す
白
書
状
況
を
よ
く
襲
し
一
一
一

E

g

一

日

一

日

…

β

一
土
三
日
一
践
を
つ
き
被
る
か
ど
警
は
ど
す
冬
町
議
に
え
ん
え
ん
と
緩
い
て
録
。
興

F
iド
lhkEK

7
王

室

3
2
)

て

、

母

子

草

口

移

入

す

る

よ

う

心

が

一

賢

一

一

…

わ

れ

肘

元

一

削

一

制

一

回

一

川

一

ま

じ

い

草

霊

か

ら

入

っ

て

き

た

。

じ

出
慨
に
大
い
に
と
ま
ど
っ
た
と
設
五
自
分
再
考
え
万
は
、
ま
ち
が
い
れ
%
か
長
い
数
綴
ゑ
泌
で
、
，
変
も
学
校

そ
れ
で
も
1
時間問、

1
時
間
丹
波
議
っ
た
E
m略
取
陥
し
て
い
る
P

お
い
縫
裁
か
へ
行
〈
め
が
い
や
だ
と
成
っ
た
こ
と

に
ふ
お
を
ぶ
つ
け
、
法
務
管
話
し
合
も
し
れ
な
い
が
、
然
保
必
に
は
、
寸
社
が
な
い
6

ま
わ
ワ
的
人
に
助
け
ら
れ

う
悶
こ
れ
が
ブ
ロ
削
教
師
問
だ
と
符
唱
え
後
会
の
た
め
に
務
絞
す
る
人
に
な
っ
て
は
て
こ
こ
ま
で
米
だ
と
設
う
気
持
が
後

践

し

て

来

た

。

し

い

い

と

鴬

ι一
議
い
続
け
て
米
た
お
い
ら
し
い
。
先
生
同
時
聞
か
い
心
〈
ぱ

り
が
、
初
手
の
心
に
淑
滅
し
た
と
も

考
え
ら
れ
る
会

今
で
は
、
市
内
に

3000人は

ど
め
教
え
子
が
い
て
、
滋
で
合
、
っ
と

吋
先
生
対
気
で
や
っ
て
ま
す
か
ん
と

歳
声
舎
か
け
ら
れ
る
。
こ
ん
な
時
は
本

知
品
川
に
う
れ
し
い
。

ん
間
同
窓
会
に
同
町
ば
れ
る
と
、
な
つ
か

さ
し
い
燃
が
絞
び
、
ハ
テ
、
終
日
っ
た

清
か
な
と
思
う
が
怒
し
て
い
る
う
ち
に

刻
ユ
キ
ピ
だ
ら
け
め
い
た
ず
り
そ
う
な

沢

頗

が

3
か
ん
で
〈
る
。

人
と
の
迎
会
い
の
中
で
学
ん
で
米

血
持
た
沢
田
き
ん
で
あ
る
。

抑
制
校
内
中
母
校
の
警
骨
円
以
部
党

然
は
、

3
月
抗
日
引
¥
緩
い
教
師
生

活
に
ピ
ワ
持
ド
安
う
っ
た
。

現
在
の
神
奈
用
品
川
由
民
鰐
次
生

ま
れ
‘
資
年
学
校
教
気
液
成
品
川
を
ほ
珪

て
、
軍
隊
生
活
J
V
U

は
さ
ん
で
幻
年
内

絵
師
京
一
捕
で
あ
る
。
校
孫
子
市
引
に
米

て
か
ら
は
我
孫
↓
3
中
に
問
年
、
湖
北

台
中
に
8
年
、
料
削
鵠
年
比
も
な
る
。

社
会
的
だ
め
に
尽
す
が
工
い
が
魚
き

る
滋
と
考
え
て
来
た
沢
町
間
冬
ん
も
、

段
戦
と
、
そ
札
口
仰
げ
う
憾
績
絞
め
総

本

当

の

教

育

そ
れ
は
生
徒
と
の
話
し
合
い
だ

祭
神
悼
し
家
と
び
と
び
に
附
け
お
ほ
ろ
徴
的
附
子
代
女

耕

し

て

土

的

鋭

機

き

時

営

同

大

津

家

小
駅
内
務
で
こ
は
こ
奪
品
川
滋
較
的
聞
紙
邸

時
詩
今
日
許
め
抽
相
次
げ
る
余
寒
か
な
俊
一
門
戸
山
田
夫

絞
れ
る
柑
階
的
…
持
や
審
円
一
斡
筏
辺
市
借
附
明

春
ひ
が
ち
つ
ほ
め
て
本
総
江
ち
ど
ま
り
つ
…
滋
み
子

関
内
角
い
た
わ
り
子
陥
岡
市
引
い
概
魚
釣
れ
る
液
然
保
一

昨
日
よ
り
火
祭
く
成
っ
て
入
学
ふ
ヲ
鈴
木
紀
子
…

務
の
ど
7
汁
以
浮
か
べ
て
戦
を
か
ぐ
阿
品
背
中
刷
版
間
子
一

山
会
的
殺
が
家
も
た
の
し
お
ぼ
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譲ります 綴って下さい

キウインドファン *滋滋と-

$1- 象歩行器 *ガススト-

7(都市ガス忍} ホ詞潟テレ

ビ *食堂用イ A2f麗 *ベビ

ーベッド ネコンビラッヲ 本

緩いす *こいのぼり 場章受餐

人影一式 家応援用イス3点セ

ット *冷総長事〈題談のうえ決

定}

ホ2段ベッド *ブBパン潟ス

トーブ キ剣話連防具一式 彩幼

~!J軽ブラン司 *すベ1)ぜ岩 本

経路またはポ-$1ブ)~ミシン

申燭人周E連絡率

n! 1) 1.よいもの、言鳴って認しい
も的がみりましたら、隊:1:誇ま

でと主義寺島ドさい

間 (82)1151内総務1

狂犬嬢予競泳射ヂ

市内的主要透i~1こ滋話線を緩め

るま:感をrr'>';fす匂場所は俄戸J1!l
タもから高野111までめ努i韮356 聖

t ，，~孫子中学校諸昔、祭椅宅の一

言揺です。時U11!は4月かん12月i読ま

での予定です切

l;j問い合わ出村民事案すム'!tt線電訴

勾骨 (84)2995 翁{法務終〉ま

明るい話題

関手052年度春季的火時差是銭と主主

丈手話予絞殺ltfをffいます。登録料、

注射料宅専fi斉望書的科会を合わせ
て1140円ですc 犬を長さっているカ

辻、必ずもよりの会場て>8'受:け下

い。 当日、 防ラ町内崎合!ま司iヲミ望者

間翌日( )をど符III下き¥，む

(j議告主主草)

霊護春季吉正火器持守，防注射殺絞表

診皇室聖子邦夫さん偽i湾窓会会録的俊

ざんから、つつじ，w二1Jj2絹念行
問若干Hがありましたさ

~木!II~草次綴さん{主主 I ~10) か

ら、つつじ荘に j克互主主~23本の;;;H

i;1ありま LIこ。
事惨殺pf雲F寄金庫絞孫子::Ii:腐か{)t土

台1前十dへと7500[11の寄付があり

をまさんのご金子Xl:1二f志議し:有効に

従おせていたどjちま寸。
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塁霊長年金保倹料
量挙 鍛

民民年五町内保険料が、 52年4月

から、これまで町 1ヵ月1400fIj，j'

ら22的災に改められますa

日謀総年金は‘縁者 kった爪隣葬

祭者となったり、あるいi孟母子絞

殺にをったりしたときに年金奪三芝

生l、ぃ1m入者め然治を安定きせるも

的です。これまで，fjJf蓮j:.yj.などに

rtヒ年金総引き上げがrrわれてき
ました。々的ためl二、{来険科めれ

き}二{デヌヂ必望書になるわけで'す。

将来めあなた的専念をよりよく

するため、続憶を十分ご遂事事いた

{主主主科を;忘れずに約めるよ

う:こしましょう。

(00事長年金繰)

昭和52岩手自主包策室事会
保険料約λ114丹初日までに

昭和例年度分懐疑部金保検料は

もう約めましたか弱 51'ドi主寄~4 J時

分的約i鵠裂は2月28日ですが‘

丈fザ'l ;'i):~:札ている }j がいるょっ

) ['，1之添天綴紙上i

主受努大学では本年度グヲ幸芳し L包異存

率建設を募集しまナn 出Wll!i4.WIIU

です9

炉応募資務 部級以上で状f4'，hl;

tt住円 H情

努参主要雲母 1f三11112 JiI'I 

券会基緩 むに fつつじ'ltJ

b忠良 50r， (完治民話)
~受付 4月5口から1司i，活でな
参事込先 教Ff苦言u会代会主主資減
措82…1151肉科，294

中留につ、、ての¥
講演会¥

築 1次幸子訪中閥的。Hとして

中隠を紛れた京大教伐の凶嶋定'4三

氏が、主事門的立士号から兇た中I'EIに

ついての講演を行います岱

T-E連続 4丹17日(日)午後2紛

から4時まで。

砂場所 藤本会主主

t>参加重量 然料

歩主催 日中友好協会{波紋}我

孫子3主総

H車被 災孫子宗教務者陸良会
t>罪悪い合わせ先 会長rn民武
智治8)0417

!く刊の締韓>1
j 盟主主演緩税 i i毒事務閥税の第 1桝 i
i 今月 Q')出綾縁絞 i 
随時 4丹28お(本) i 
9 :開~時:∞ i

"噛済興鴎滞 a際ニE会 j 
i 滋・湖北台支所 i 

(4) 

す。年金はお有線路建までに納めない

k不測の事故丹時、 f章害年金や母

子年金を受けられないこど.になっ

かねまを会ん。納札忘れ内{接手金料が

ないかどうかもう1Iil:磁かめてド

きい。絞めたつもりでふ約め忘

れていた例が多いもの℃すα

IIrlfU51 (f-i主分的行金rU'j(粍114

月30汀までにおJI守的各金融機関で

lF>えりt&¥、ますから約めてドき

11可人通知砕をt苦手とした方i立、年

金銭までご波4い‘"，可a
(1司作平 {tì: il~)

券Q)全密交通
愛会幾動

4月68(本}から158 (君主}ま

ぞの108欝Iは毒素的交通安全波書誌が

fTわれますe 主要動的重点は(j)移行

指・自転獄事lf話、持じこども円交

議事故的防11②シ トベル}務1詩

的援遂今後!話iにおける交itIi'J>捻丹

防止の3点です。

1(:;鵡ヰ'o'4Jまγライパ…が注意ず
るI!けではなくなリません。絡に

子孫には交通ル…んを守る ζ とを

議Bをさせましよれまた自転車i之内

政しい乗ワ方、校!lilの春行l'itL 
ての心得もあわせて知るニとがた

後です。(安全対策室華}

究i護法規議穆会

~翼還ま， 4月10日 (11) 

砂時罪事と場草寺

* 101t'i， 湖北京中学校体rI1J官、布
役中体育館。

キ13裂寺 中央公民館

* 15時詩書;!t小学校体11マ1J¥1
(宮岳会対策課)

語二度ミト
〆若手契沼カウント、

砂刻臼 4月10詰(百}

事砂重軽合我様子市役所午部J9持

{妻子為を'I・る会、渡辺fl'82-05211
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